
  

2010 年２月 16 日 

各  位 

      会 社 名：株 式 会 社 ゼ ン シ ョ ー 

      代表者名：代表取締役会長兼社長 小川 賢太郎 

      （コード番号 7550 東証第１部） 

      問合せ先：グ ループ財 務部長  杉 園  大貴 

      （ T E L ： 0 3 - 5 7 8 3 - 8 8 1 8 ） 

 

 

連結子会社との合併（簡易合併）に関するお知らせ 

 

 

 当社は、2010 年２月 16 日開催の取締役会において、当社 100％子会社である株式会社 GFF（旧

株式会社日本ウェンディーズ、以下「GFF 社」といいます。）を吸収合併することを決議いたし

ましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 なお、100％子会社の簡易吸収合併のため、開示事項・内容の一部を省略して開示しておりま

す。 

 

記 

１. 合併の目的 

 当社の 100％子会社である GFF 社を吸収合併し、直轄事業とすることで、当社グループ

の経営資源の集中と経営の効率化を図ることを目的とします。 

 

２. 合併の要旨 

（１） 合併の日程 

2010 年２月 16 日  合併決議取締役会 

2010 年２月 16 日  合併契約締結 

2010 年３月 31 日（予定） 合併の予定日（効力発生日）   

（注）本合併に際して、当社は会社法第 796 条第３項（簡易合併）の規程に従 

   い、GFF 社は同法第 784 条第１項（略式合併）の規定に従い、いずれも 

   株主総会の承認を得ることなく合併手続きを行います。    

 

（２） 合併方式 

 当社を存続会社とする吸収合併方式で、GFF 社は解散いたします。      

 

（３） 合併に係る割当の内容 

 GFF 社は当社 100％子会社であるため、本合併における新株式の発行及び資本金の

増加並びに合併交付金の支払はありません。   

 

（４） 消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

 該当事項はありません。 

 

 

 

 

 

 



  

３. 合併の当事会社の概要                 （2009 年３月末現在、切捨て） 

 存続会社 消滅会社 

（１）商 号 株式会社ゼンショー 株式会社GFF 

（２）事 業 内 容 フード業の経営 フード業の経営 

（３）設 立 年 月 日 1982年６月 1974年４月 

（４）本 店 所 在 地 東京都港区港南2-18-1 東京都港区港南2-18-1 

（５）代表者の役職・氏名 代表取締役会長兼社長 

小川 賢太郎 

代表取締役会長 

小川 賢太郎 

（６）資 本 金 10,089百万円 100百万円

（７）発 行 済 株 式 数 118,826,400株 1,280,100株

（８）純 資 産 42,005百万円 ▲226百万円

（９）１株あたり純資産 251円60銭 ▲176円65銭

（10）総 資 産 224,762百万円 3,639百万円

（11）決 算 期 ３月末日 ３月末日 

（12）大株主及び持株比率 ㈱日本クリエイト  33.12％

小川賢太郎      4.03％

小川一政            3.08％

小川洋平            3.08％

日本トラスティ・サービス信

託銀行㈱（信託口4Ｇ）2.45％

ドイツ証券㈱        1.79％

ゼンショー社員持株会1.73％

日本トラスティ・サービス信

託銀行㈱（信託口）  1.73％

㈱ゼンショー        1.13％

日本マスタートラスト信託銀

行㈱（信託口）     0.79％

㈱ゼンショー   100.00％

（13）経営成績 

     売上高 

     営業利益 

     経常利益 

     当期純利益 

     １株あたり当期純利益 

 

310,180百万円

7,786百万円

6,175百万円

2,473百万円

21円06銭

 

6,240百万円

▲325百万円

▲328百万円

▲400百万円

▲312円52銭

 

４. 合併後の状況 

 存続会社 

（１）名 称 株式会社ゼンショー 

（２）事 業 内 容 フード業の経営 

（３）本 店 所 在 地 東京都港区港南2-18-1 

（４）代表者の役職・氏名 代表取締役会長兼社長 

小川 賢太郎 

（５）資 本 金 10,089百万円 

（６）決 算 期 ３月末日 

 （注）本合併による変更はありません。 

 

５. 今後の見通し 

 本合併により、2010 年３月期決算において、当社連結ベースの当期純利益に▲５億円程

度の影響があると予想されますが、同第３四半期累計期間における四半期純利益が 31 億円

と、通期業績予想の 27 億円を上回って推移しているため、業績予想の修正はありません。 

以 上 


